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【平成２３年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 
 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止

が適当である 
（意見等） 
 本研究は、従来、古代ギリシャの建築・都市文明の解明という基本的な問題に、二つの古代都市の建

築遺構の発掘及び実測調査を取り入れて、古代都市文明の様相を明らかにしようとする研究であり、幾

つかの重要な進展があり研究は概ね順調である。 
 例えば、古代都市メッセネについては、過去 10 年間のギリシャ隊との共同調査による成果を踏まえ

て劇場遺構の調査と復元、歴史的位置付けの研究を行い、劇場の規模や様式を明らかにしている。本格

的な学術調査が行われていなかった古代都市フィガリアについては、市域の地形や城壁の平面及び立面

と壁の積層法を調査するとともに、レーザー及び電気探査による地中探査を実施し、古代アゴラと推定

される地中遺跡の位置と規模特定のための発掘事前調査に成果を挙げている。 
 しかし、フィガリアにおいては、政治的状況から現時点で発掘に着手できていないため、当初計画ど

おりの研究遂行の可能性が不明であるが、発掘不許可に際しては研究代表者によって研究遂行のための

対策が立てられているので、研究の更なる進展と研究成果に期待したい。 


